
平成２９年度行政評価委員会 議事要旨 

会 議 名 第４回飾区行政評価委員会第二分科会 

開 催 日 時 平成２９年７月２８日（金）  午後１時から３時まで 

開 催 場 所 飾区役所５階 庁議室 

出 席 者 【委員６人】 

小松原会長、折登委員、西山委員、浅野委員、石井委員、上村委員

【欠席１人】 

谷本委員 

【区側１０人】 

事務局（政策経営部長、経営改革担当課長、事務局職員５人） 

高齢者支援課（介護予防担当課長） 

子育て支援課（子育て支援課長） 

商工振興課（商業振興係長） 

会議概要 

１ 開会 

（事務局より資料の確認） 

２ 事務事業評価 

（１）介護予防・生活支援サービス事業 

（高齢者支援課より「介護予防・生活支援サービス事業」の追加資料について

説明した後、質疑応答、議論）

Ａ 委 員  ：要介護・要支援の認定者が区内で約2万人とのことだが、申請主義

であるために、捉えきれていない方が多いということはないか。 

高齢者支援課：高齢者総合相談センターが、毎年、75歳到達者の戸別訪問を実施

している。今年度は、これに加えて、70歳以上のひとり暮らし高齢

者及び75歳以上の方のみで構成される世帯の高齢者を、民生委員・

児童委員の方々にご協力いただき、訪問している。これらの訪問を

通じて、状況に応じて認定申請につなげている。 

Ｂ 委 員  ：Ｃ型サービスはなくす考えか。 

高齢者支援課：そのようにすることも視野に入れている。 

Ｂ 委 員  ：介護予防チャレンジ事業などは、Ｃ型サービスとは違い、65歳以



上であれば、対象者を限定することなく参加できる事業か。 

高齢者支援課：そのとおりである。 

Ｃ 委 員  ：区全体を考えると、事業実施場所の偏りなく、対象者の限定もせ

ず、安く、気軽に行ける介護予防事業を実施してもらいたい。 

Ｄ 委 員  ：Ｃ型サービスは、通所型サービスＡ型や一般介護予防事業に組み

込んで、対象者を限定せずに取り組んでいってほしい。 

小松原会長：Ｃ型サービスの内容は、一般介護予防事業と類似しているため、

Ｃ型サービスを廃止しても、一般介護予防事業で吸収することが可

能だろう、というご意見が多数のようだ。 

（２）ひとり親家庭自立支援（就労支援） 

（子育て支援課より「ひとり親家庭自立支援（就労支援）」の追加資料について

説明した後、質疑応答、議論）

Ｃ 委 員  ：相談スペースはどのような環境か。子連れでも相談できるか。 

子育て支援課：仕切りがあり、プライバシーに配慮している。状況に応じて別室

での相談も可能としており、子どもも同席できる。 

小松原会長：面談実績は、月によっても曜日によってもばらつきがあるようだ

が、3月はかなり相談が少ない。月によって相談回数を変えても良い

のではないか。 

Ｄ 委 員  ：相談者数が対象者数の7%程度、という数値は決して低くないと感

じる。 

Ｅ委員 ：水曜日の延長窓口に合わせて夜間も実施してはどうか。働いていて

夜しか来られない方もいると思う。 

子育て支援課：ハローワークの端末が稼働している時間が限られているため、通

常の相談と同じように情報を見ながら実施することが難しい。事前

に希望を聞き取って調べておくなど、初回相談の実施であれば検討

の余地はあると考える。 

小松原会長：平成26年度から今年度にかけて、相談日を週2日から段階的に4日

に増やしている一方で、相談件数は減少している。需要がない、と

いうことも考えられるか。 

（３）飾区認定製品販売会事業 

（商工振興課より「飾区認定製品販売会事業」の追加資料について説明した

後、質疑応答、議論）



Ｃ 委 員  ： 産業フェアに50校もの小学校が社会科見学に来ているとのことな

ので、より多くの方に知ってもらうためにも、飾区認定製品販

売会事業の出店者も、産業フェアに出た方が良いのではないか。 

商工振興課：産業フェアは、出展の単位が産業団体単位であるため、企業とし

てではないものの、参加している企業も多数ある。 

Ｅ 委 員  ：数十程度であれば、産業フェアに出て販売できるようにした方が

良いのではないか。 

Ｄ 委 員  ：産業フェアでは、テクノプラザ全館に加えて隣接する施設も使用

し、テントも出している。新たに参加者を加えられる場所がない。 

小松原会長：2回のうち1回を区外で実施する、という発想はないか。 

商工振興課：連絡会において、そのような意見が出たことがあった。結果とし

ては、まずは区内在住者に知ってもらうことを目的として行ってい

くこととなった。 

小松原会長：リピーターが多くいるという現状を見ると、その目的は達成して

いると考えられないか。 

Ｂ 委 員  ：屋外での実施はできないか。 

商工振興課：食べ物を扱っているため、衛生関係の対応をすることが困難だと

考えている。 

４ その他 

（事務局より事務連絡） 

５ 閉会


